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 チョウとガは、どうちがうの 
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ひる
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ま
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①ガの
しょっかく

触角は、
ふと

太くて
う も う

羽毛のようだったり、ぎざぎざがあったりするものが
おお

多いが、チョ

 ウのは、
ほそ

細く、すうっとのびていて、
さき

先が
まる

丸くなったり、かぎのようにとがったりして

 いる。（イカリモンガのように、チョウに
に

似た
しょっかく

触角のガもいる）。 

②とまるとき、チョウは
はね

羽を
と

閉じるものが
おお

多いが、ガは
さんかく

三角に
はね

羽を
ひろ

広げてとまることが
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羽を
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開いてとまる）。 

③ガは、さなぎになるとき、まゆを
つく

作るものが
おお

多いが、チョウは
つく

作らない。 

                              （監修・中山 周平）

 


